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平成２７年度 高齢社会フォーラム ｉｎ 東京 プログラム 

注：日時・会場に比して 主催：内閣府 の記載文字があまりにも小さい。 
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内閣府政策統括官（共生社会政策担当）は武川光夫氏。 

国連五原則は「自立・参加・ケア・自己実現・尊厳」の順が一般的。 
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午前は樋口恵子氏の基調講演。午後は例年のように３分科会に分かれて意見交換がおこな

われた。第２分科会では人生二期作・二毛作のセカンドキャリアの実体験が語られた。 
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注：藤澤美穂参事官（高齢社会対策担当）が「高齢社会対策説明」に用いた「高齢社会白

書」は別項で取り上げています。樋口恵子氏の講演の一部をこのあとにご紹介しています。 
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平成２７年度高齢社会フォーラム ｉｎ 東京 

平成２７年７月３１日（金） 

基調講演 

「シニアが主役 地域創生 ―出かける、出会う、何かできる―」 

樋口恵子  高齢社会をよくする女性の会 理事長 

 

 

みなさまお早うございます。 

昨年もここで話をさせていただきましたけれど、毎年この内閣府によるフォーラムが、

日本中の高齢者のこの１年の活動の集積というようなようすを呈して参りまして、こと

しもまた全国津々浦々からお出でくださいました皆さま方と経験を交流しあえるひと

つの出会いでござまして、このわたしのサブタイトル「出かける、出会う、何かできる」

これを高齢者の３ＤＤと呼びます。人間は社会的動物でありまして、どこかに出かけて

だれかと出会う。そこで社会的人間関係が結ばれることをとおして、何かができるので

ありまして、「出かける、出会う、何かできる」という３Ｄ主義をますます広げていき

たいと思っております。 

さて、日本は年々熱くなっているのじゃないですか。これと同じように年々高齢化は

すすみ、日本全体をじりじりと焼きつくすかのように高齢化の度合いを深めております。

わたくしたちはその危機を認識しつつそれに対応をしていく。 

きのうちょっとうれしいニュースがありました。平均寿命がまた伸びておりました。 

昨年ようやく８０歳の大台を越えてくれた男性諸兄がことしは８０・５０と、四捨五

入すれば８１に届くところまでまいりました。みなさんおめでとう。と同時に皆さまの
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ご節制のご活動に心から敬意を表します。 

女性のほうは８６．８３に。東日本大震災の年に世界一の座を譲ったこともございま

したけれど、また世界一に復活しております。世界３位の男性と両方合わせてすれすれ

で世界一ではあるまいか。オリンピックにもし「高齢化」という種目があれば、日本は

労せずして金メダル３つ４つくらいころがりこんでくる。 

そこを生きるわたしたちは、「人生９０年」といわれるこの長寿社会を生きる初代と

して、金メダルにふさわしい生き方老い方をしなければ。もちろんすでに１０５、１０

６歳の方もいらっしゃいますけれど、この方々は同世代のほんの少数であり、６０、７

０のころに「人生９０年社会を生きるんだ」という自覚はしていなかったと思います。 

いまきょうここにお集まりの方は６０歳以上が多いようでございますけれど、実はこ

のことは若い人にも全部に共通するのです。４０代にはご自身の人生１００年がござい

ます。１０代の少年少女にはこれから９０年生きるかもしれない人生１００年がござい

ます。そして虹色のもやのかなたにこれから生まれる人びとの人生１００年があるので

ございます。 

わたしたちは「人生１００年」のモデルをつくっていく幸か不幸か初代という光栄を

担ってしまいました。人間さまざまな選択ができますが、生まれる時と場所は選ぶこと

ができません。幸いにも幸いにも戦争が終わって平和が訪れた中で物ごころつき、ある

いは生まれました。そして戦後７０年、ここにいらっしゃるほとんどすべての方々は、

「戦争を知らない大人たち」として７０年を生きてきたわけでございます。 

わたしは当年、８３歳になりますが、１３歳までは「平和を知らない子どもたち」世

代であります。平和のなかに育つということ。自分の未来を画くということ。わたくし

など女でしたからそれほど深刻ではありませんでしたけれど、わたしと同級生の中学１

年生であった少年たちで自覚ある者は、「おれの人生は二十歳でおわりかなあ」といっ

ていたことが思い出されます。 

皆さんご存じの山形が生んだ作家、藤澤周平氏は昭和２年生まれ。ですから１８歳、

次の徴兵検査で戦場に引き出されるという年齢で終戦になりました。彼の随筆のなかに、

終戦になったとき、もう他人に預けてしまって自分のものでなかった命が急にもどって

きて、これからの命はおまえの自由に使ってよろしい。さてどうしていいか、しばらく

とまどったというエピソードがたいへん強烈に身にしみる今日この頃でございます。 

わたしたち平和の証として、この人生９０年、１００年をしっかりと守りつづけ、い

ま戦後７０年を迎えております。自由裁量、自分で選びとった人生が画ける、「命が主

人公である」ということが、平和の代名詞なのだとつくづく思っております。しかし、

人間それぞれに、生まれてきた時代に課せられた歴史からの宿題がございます。 

われわれの世代は、この平和の証である長寿と長寿の基盤である一定の豊かさをつく

り出しました。それは日本政府にも国民にもたいへんな貢献であり、世界一の長寿に結

びつく医療保険をつくり年金をつくり介護保険までつくり、その土台がいま揺らいでい
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ますけれど、日本人の健康を支え、長寿を支えたものは、なんといっても平和と一定の

豊かさであり、それを築いたのもわたしたちの世代でございます。 

その結果である長寿、世界一の長寿がもたらすさまざまな問題の解決のために、社会

全体を「人生６５年型」から「人生９０年型」へ変えようという政府の閣議決定で定め

られたのが、２０１２年版の「高齢社会対策大綱」でございます。 

本日の開催の協力団体である高連協、わたくしが堀田力先生とともに代表をつとめる

高齢社会ＮＧＯ連携協議会は、そのような高齢者が９０歳から１００まで役立てるよう

な社会システムをつくりなおすよう提言を申し上げまして、この「高齢社会対策大綱」

のなかにも採り入れられております。 

親たちがつくり、先祖がつくった人生の標準は、せいぜい５０年から６５年くらいま

ででございました。・・ 

 

注：以下、次号でご紹介いたします。 

 

 


